
2003年 出土の木簡

文
書
に
は
、
場
所
を
示
す
語
句
が
み
ら
れ
、
末
尾
に
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。

宝
永
七
年
は

一
七

一
〇
年
に
あ
た
る
。
木
簡
の
形
状
や
屋
敷
の
区
画
溝
か
ら
出

土
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
野
外
で
使
わ
れ
た
土
地
な
ど
に
関
す
る
表
示
か
と

思
わ
れ
る
。

（
１
１
７
　
村
田
晃

一
、
８
　
吉
野
　
武
）

い
ち
か
わ
ば
し

宮
城
・市
川
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
字
鴻
ノ
池

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
七
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
六
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
多
贅
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
武
田
健
市

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
、
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
酉
面
か
ら
南
面

一
帯
に
か
け
て
広

が
る
遺
跡
で
あ
る
。
第
三
七
次
調
査
は
、
多
費
城
跡
南
面
に
位
置
す
る
城
南
地

区
の
個
人
住
宅
建
築
に
伴

っ
て

実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
城
外

の
幹
線
道
路
で
あ
る
南
北
大
路

と
そ
れ
を
分
断
す
る
古
代
の
河

川
跡
付
近
に
位
置
し
て
い
る
。

発
見
し
た
遺
構
に
は
、
南
北
大

路
Ｓ
Ｘ
三
〇
七
〇
と
東
西
方
向

の
河
川
Ｓ
Ｘ
三
〇
六

一
が
あ
る
。

南
北
大
路
は
幅
五
四
ｍ
段
階
の

(仙 台)



も
の
で
あ
り
、
西
側
溝
で
は
、
人
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
中
葉
頃
に
か
け
て
四
時

期

（Ａ
ｔ
Ｄ
期
）
の
変
遷
を
確
認
し
た
。
こ
の
う
ち
、
Ｂ
期
が
九
世
紀
初
頭
か

ら
中
葉
頃
ま
で
の
河
川
Ｓ
Ｘ
三
〇
六

一
と
接
続
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｘ
三
〇
六

一
か
ら
五
点
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｘ
三
〇
六

一
は
、

上
幅
四
・
五
ｍ
以
上
深
さ
一
ｍ
以
上
あ
り
、
上
層
が
粘
質
土
、
下
層
が
砂
質
土

と
な
っ
て
い
る
。
木
簡
は
、
多
量
の
土
器
類
と
と
も
に
、
下
層
の
砂
質
土
か
ら

出
土
し
た
。
ま
た
、
土
器
類
の
中
に
は
、
「米
二
升
□
」
や

「本
」
「木
」
な
ど

の
墨
書
土
器
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
小
川
郷
丈

マ
兄
万
呂
三
斗
真
与
二
斗
」
　

岸卜要
恙
≦

ｏ駕

②

　

「
＜
信
夫
郡
税
春
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ∞∞Ｘ
卜反
ω
寓
ｏ

①
　
・
堅
日生
丈
部
廣
道
日
日
日
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
回

日
日
日
日
日
□
〔酢
則
右

右
日
□
〔酢
ヵ
〕

ｌ

！

　

」

。
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中

い

け

攣

］

一

〕

　

　

　

　

］

∞

一

×

（

中

『
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×

ド

　

〇

∞

Ｐ

ω

　

「□
□
口
□
日
――
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ
溢
撰
卜
ｏｓ

Ｏ

　

赤
赤
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

ω
は
、
完
形
で
あ
る
。
上

・
下
端
と
も
に
刃
物
に
よ
る
キ
リ
オ
リ
痕
が
確
認

で
き
る
。
表
裏
両
面
は
と
も
に
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
安
積
郡
小
川
郷
か

ら
進
上
さ
れ
た
荷
札
で
あ
る
。

②
は
、
上
端
左
側
面
が
切
断
さ
れ
て
お
り
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
腐
食

が
著
し
い
が
、
表
面
の
み
平
滑
に
調
整
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
信
夫

郡
か
ら
進
上
さ
れ
た
米
五
キ
の
貢
進
物
荷
札
で
あ
る
。

０
は
、
上

・
下
端
、
右
側
面
は
概
ね
原
型
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
左
側
面
は

久
損
し
て
い
る
。
表
面
に
三
行
、
裏
面
に
二
行
の
墨
書
が
確
認
で
き
る
。
両
面

と
も
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
削
ら
れ
て
お
り
、
削
り
残
り
の
墨
痕
も
多
く
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
重
な
り
合
う
文
字
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
習
書
木
簡
の
可
能
性
が
あ

′０
。い

は
、
上
端
右
隅
及
び
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
表
裏
両
面
を
平
滑
に
調
整

し
て
い
る
が
、
墨
痕
の
残
存
は
非
常
に
悪
い
。
表
面
に
六
、
七
文
字
程
度
の
墨

書
が
確
認
で
き
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

①
は
、
削
婿
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

多
賀
城
市
教
育
委
員
会

『市
川
橋
遺
跡
―
第
三
四

。
三
五

・
三
七

・
三
人
次

調
査
報
告
書
―
』
（多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
七
四
、
二
〇
〇
四
年
）
（武
田
健
市
）
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